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玉
里
文
庫
所
蔵
太
平
天
国
印
書
と
五
代
友
厚

池　

田　

昌　

広

一　

問
題
の
所
在

島
津
久
光
（
一
八
一
七
〜
一
八
八
七
）
に
は
じ
ま
る
島
津
家
の
分
家

―
玉
里
島
津
家
の
旧
蔵
書
が
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
玉
里
文
庫
と
命
名
さ
れ
、
い
ま
玉
里
文
庫
目
録
作
成
委
員
会
編
『
玉
里
文
庫
目
録
』（
鹿
児

島
大
学
附
属
図
書
館
、一
九
六
六
年
）
に
よ
っ
て
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
に
三
点
の
太
平
天
国
印
書
が
見
え
る
。

小
文
は
こ
の
三
書
が
い
か
な
る
経
路
を
へ
て
玉
里
島
津
家
に
蔵
せ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
入
手
ル
ー
ト
を
推
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

太
平
天
国
印
書
と
は
太
平
天
国
が
刊
刻
し
た
一
連
の
出
版
物
を
い
う
。
太
平
天
国
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
八
五
一
年
か
ら

一
八
六
四
年
ま
で
、
江
南
を
中
心
に
勢
力
を
た
も
っ
た
反
清
政
権
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
首
領
た
る
洪
秀
全
の
詔
書
や
太
平
天
国

の
規
章
・
暦
な
ど
、
四
十
数
種
を
印
刷
頒
布
し
た
。
発
行
部
数
は
大
量
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
清
朝
の
焚
書
に
よ
っ
て
伝
存
す

る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
現
存
す
る
も
の
の
過
半
は
欧
米
に
蔵
せ
ら
れ
る
。

玉
里
文
庫
が
蔵
す
る
太
平
天
国
印
書
は
つ
ぎ
の
三
点
、
①
『
太
平
詔
書
』
一
巻
、
②
『
頒
行
詔
書
』
一
巻
、
③
『
太
平
軍
目
』

一
巻
、
と
も
に
太
平
天
国
壬
子
二
年
（
一
八
五
二
）
原
刊
本
で
あ
る
。『
玉
里
文
庫
目
録
』
に
は
天
部
八
三
六
「
太
平
詔
書
三
冊
」

と
し
て
一
括
著
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
確
認
さ
れ
た
太
平
天
国
印
書
の
原
刊
本
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
唯
一
の
例
で
あ
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ろ
う
。
玉
里
文
庫
に
は
さ
ら
に
清
人
に
よ
る
太
平
天
国
関
聯
の
著
作
三
点
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、④
謝
介
鶴
『
金
陵
癸
甲
摭
談
』

一
巻
二
冊
（
咸
豊
六
・
一
八
五
六
年
刊
本
。『
玉
里
文
庫
目
録
』
天
部
八
三
三
）、
⑤
姚
憲
之
『
粤
匪
南
北
滋
擾
紀
略
』
一
巻
一

冊
（
咸
豊
五
・
一
八
五
五
年
刊
本
。
同
前
八
三
五
）、
⑥
樗
園
退
叟
『
盾
鼻
随
聞
録
』
八
巻
三
冊
（
鈔
本
。
巻
一
・
二
の
上
冊
の

み
存
、
中
下
冊
は
「
腐
本
廃
本
」
の
由
。
同
前
一
二
五
八
。
も
と
咸
豊
四
・
一
八
五
四
年
刊
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
⑥
を
の
ぞ
く
五
書
に
つ
い
て
は
、
高
津
孝
の
専
論
が
あ
る
。
高
津
は
①
②
③
の
入
手
経
路
に
つ
い
て
二
つ
の
可
能
性

―
英
国
経
路
と
琉
球
経
路
と
に
言
及
す
る
。
と
く
に
論
拠
の
提
示
は
な
い
。
高
津
論
文
の
趣
意
は
上
掲
①
か
ら
⑤
の
紹
介
に

あ
り
、
入
手
経
路
の
推
論
は
附
属
的
に
述
べ
ら
れ
た
。
薩
英
戦
争
（
一
八
六
三
年
）
後
の
薩
摩
と
英
国
と
の
急
接
近
を
勘
案
す

れ
ば
、
英
国
経
路
の
可
能
性
は
た
し
か
に
想
起
さ
れ
よ
う
。
ア
ヘ
ン
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
江
南
に
進
出
し
た
英
国
は
太
平
天
国

の
情
報
を
熱
心
に
蒐
集
し
た
は
ず
で
、
太
平
天
国
印
書
の
現
存
本
の
多
く
が
英
国
に
つ
た
わ
る
の
は
そ
の
一
証
だ
ろ
う
。
琉
球

経
路
の
可
能
性
も
確
か
に
あ
る
。
琉
球
と
薩
摩
と
の
関
係
は
い
ま
詳
述
し
な
い
が
、
福
州
に
琉
球
館
を
置
き
二
年
ご
と
に
北
京

へ
進
貢
使
節
を
派
遣
し
た
琉
球
は
、
か
な
り
確
度
の
高
い
太
平
天
国
情
報
を
薩
摩
に
報
告
し
て
い
る
。
報
告
の
一
環
に
太
平
天
国

印
書
の
献
上
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
可
能
性
で
い
え
ば
、
も
う
一
つ
の
入
手
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。
五
代
友
厚
が
上
海
に
お
い
て
英
人
宣
教
師
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
か
ら
入
手
し
久
光
に
献
上
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
小
文
は
こ
の
五
代
入
手
説
の
合
理
性
を
説
く
こ
と
に

費
や
さ
れ
る
。
さ
ら
に
④
⑤
⑥
も
五
代
が
上
海
か
ら
舶
載
し
た
可
能
性
が
小
さ
く
な
い
。
た
だ
史
料
的
な
限
界
が
あ
り
、
状
況

証
拠
の
提
示
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 （

3
）
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二　

五
代
友
厚
の
上
海
渡
航

五
代
友
厚
（
一
八
三
五
〜
一
八
八
五
）
に
つ
い
て
、
詳
細
な
紹
介
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
幼
名
は
才
助
、
も
と
薩
摩
藩
士
。
明

治
政
府
に
短
期
間
任
官
し
た
の
ち
実
業
界
に
転
じ
、
大
阪
商
法
会
議
所
を
創
立
し
初
代
会
頭
と
な
る
な
ど
大
阪
財
界
で
重
き
を

な
し
た
。
か
れ
は
少
な
く
と
も
三
回
、
上
海
に
渡
航
し
て
い
る
。
第
一
回
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
、
第
二
回
は
同
年

四
月
、第
三
回
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
八
月
で
あ
る
。
五
代
の
上
海
滞
在
中
の
動
静
に
つ
い
て
は
徴
す
べ
き
史
料
が
少
な
く
、

伝
記
研
究
者
を
悩
ま
し
て
い
る
。
小
文
は
第
二
回
渡
航
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
と
き
五
代
は
、
江
戸
幕
府
が
派
遣
し
た
千
歳
丸
に
水
夫
に
扮
し
て
乗
船
し
上
海
に
わ
た
っ
た
。
ま
ず
旅
程
を
し
め
せ
ば
、

文
久
二
年
四
月
二
十
九
日
（
一
八
六
二
年
五
月
二
十
七
日
）
に
長
崎
を
出
航
、
五
月
六
日
（
六
月
三
日
）
に
上
海
着
、
七
月
五

日
（
七
月
三
十
一
日
）
に
上
海
を
発
ち
、
七
月
十
四
日
（
八
月
九
日
）
に
長
崎
に
帰
帆
、
約
二
箇
月
の
上
海
滞
在
で
あ
っ
た
。

千
歳
丸
に
乗
っ
た
日
本
人
は
都
合
五
十
一
名
（
ほ
か
に
イ
ギ
リ
ス
人
船
員
ら
欧
州
人
十
六
名
）。
こ
の
う
ち
の
十
一
人
の
手
に

な
る
公
式
あ
る
い
は
私
的
な
記
録
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
記
録
に
五
代
の
動
静
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。
小
文
に
と
っ

て
重
要
な
の
は
高
杉
晋
作
と
中
牟
田
倉
之
助
と
が
の
こ
し
た
上
海
滞
在
記
で
あ
る
。
高
杉
は
幕
末
の
志
士
と
し
て
著
名
で
あ
り
、

中
牟
田
は
佐
賀
藩
士
、
の
ち
に
海
軍
中
将
・
子
爵
に
の
ぼ
っ
た
。
両
者
は
五
代
と
上
海
で
親
密
に
交
際
し
、
し
ば
し
ば
行
動
を

と
も
に
し
た
の
で
、
二
人
の
手
録
に
五
代
の
動
静
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
に
五
代
が
太
平
天
国
印
書
を
入

手
し
た
可
能
性
を
し
め
す
記
載
が
あ
る
。
な
お
五
代
自
身
の
手
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

高
杉
と
中
牟
田
と
の
手
録
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
高
杉
は
「
遊
清
五
録
」
と
自
称
し
た
「
航
海
日
録
」「
上
海
淹
留
録
」「
外

情
探
索
録
」「
内
情
探
索
録
」「
崎
陽
雑
録
」
の
五
種
を
の
こ
し
た
。
い
ま
最
善
本
で
あ
る
、
田
中
彰
編
『
開
国
』（
日
本
近
代
思

（
7
）

（
8
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想
大
系
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
所
収
の
田
中
校
注
「
遊
清
五
録
」
に
よ
る
。
高
杉
の
原
文
は
漢
文
の
部
分
が
多
い
。

そ
の
ば
あ
い
田
中
校
注
本
の
書
き
下
し
文
を
引
く
。
中
牟
田
も
都
合
五
件
の
記
録
を
残
し
た
。
す
な
わ
ち
「
上
海
行
日
記
」「
上

海
滞
在
中
雑
録
」「
公
儀
御
役
々
唐
国
上
海
表
に
て
道
台
其
外
と
応
接
書
」「
長
崎
よ
り
唐
国
上
海
迄
渡
海
日
記
」
そ
し
て
文
久

元
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
同
二
年
四
月
二
十
六
日
ま
で
の
「
日
記
」
で
あ
る
。
小
文
は
こ
の
う
ち
「
上
海
行
日
記
」
を
、
春

名
徹
「
中
牟
田
倉
之
助
の
上
海
体
験

―
『
文
久
二
年
上
海
行
日
記
』
を
中
心
に
」（『
国
学
院
大
学
紀
要
』
第
三
五
巻
、

一
九
九
七
年
）
の
翻
刻
に
よ
っ
て
利
用
し
た
。

五
代
と
高
杉
と
中
牟
田
と
の
親
密
ぶ
り
を
伝
え
る
記
録
を
二
、
三
見
よ
う
。
高
杉
「
航
海
日
録
」
の
文
久
二
年
五
月
三
日
条

に
「
此
の
日
始
め
て
同
船
の
水
夫
才
助
な
る
者
と
談
ず
。
才
助
は
薩
州
藩
の
五
代
才
介
な
り
。
形
を
変
じ
て
水
夫
と
為
り
、
此

の
船
に
入
る
と
云
ふ
。
才
介
さ
き
に
予
を
崎
陽
の
寓
舎
に
訪
ふ
も
、
予
時
に
病
に
在
り
、
談
ず
る
を
得
ず
。
一
見
し
て
旧
知
の

如
く
、
肝
胆
を
吐
露
し
、
大
い
に
志
を
談
ず
。
亦
た
妙
な
り
…
…
」
と
あ
り
、
同
「
上
海
淹
留
録
」
五
月
十
七
日
条
に
「
午
前
、

中
牟
田
・
五
代
と
川
蒸
気
船
に
至
り
、
諸
器
械
を
看
る
」
と
あ
る
。
ま
た
中
牟
田
「
上
海
行
日
記
」
六
月
九
日
条
に
は
「
薩
摩

五
代
才
助
と
談
合
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
人
は
し
ば
し
ば
面
晤
し
情
報
交
換
を
し
て
い
た
。

念
の
た
め
言
い
そ
え
る
。
小
文
は
く
だ
ん
の
漢
籍
の
入
手
を
、
第
二
回
上
海
滞
在
時
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
史
料
的

な
限
界
か
ら
第
二
回
の
上
海
渡
航
の
み
を
検
討
対
象
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
第
一
回
と
第
三
回
で
の
入
手
の
可
能
性
も
排
除
し

な
い
。
た
だ
第
二
回
滞
在
時
に
五
代
が
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
と
面
晤
し
た
記
録
が
あ
り
（
後
述
）、
少
な
く
と
も
当
該
時
が
入
手
の
時

期
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）
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三　

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て

高
杉
「
上
海
淹
留
録
」
に
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。

朝
、
五
代
と
英
人
ミ
ユ
ル
ヘ
ツ
ト
を
訪
ぬ
。
ミ
ユ
ル
ヘ
ツ
ト
は
耶
蘇
教
師
に
し
て
、
耶
蘇
教
を
上
海
士
民
に
施
せ
り
。
城

内
の
教
堂
は
ミ
ユ
ル
ヘ
ツ
ト
の
関
は
る
所
な
り
。
ミ
ユ
ル
ヘ
ツ
ト
の
常
に
居
る
所
も
亦
た
教
堂
と
病
院
と
あ
り
、
施
医
院

と
謂
ふ
…
…
聯
邦
志
略
等
の
書
を
需
め
て
帰
る
。 

（
五
月
二
十
三
日
条
）

朝
、
五
代
と
英
人
ミ
ニ
ユ
ヘ
ル
ト
を
訪
ぬ
。
不
在
に
て
、
空
し
く
帰
館
す
。 

（
五
月
二
十
五
日
条
）

中
牟
田
と
英
人
ミ
ニ
ユ
ヘ
ル
に
至
る
。
上
海
新
報
・
数
学
啓
蒙
・
代
数
学
等
の
書
を
需
め
て
帰
る
。 

（
五
月
二
十
七
日
条
）

中
牟
田
と
外
行
し
…
…
去
り
て
ミ
ユ
ル
ヘ
ル
を
訪
ぬ
。
不
在
に
て
空
し
く
帰
館
す
。 

（
六
月
十
六
日
条
）

高
杉
が
「
ミ
ユ
ル
ヘ
ツ
ト
」「
ミ
ニ
ユ
ヘ
ル
ト
」
な
ど
記
し
た
人
物
は
、ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ミ
ュ

ア
ヘ
ッ
ド
（W

illiam
 M

uirhead

、
一
八
二
二
〜
一
九
〇
〇
）
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
五
代
が
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
を
訪
問

し
て
い
た
事
実
だ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
牟
田
の
記
録
に
も
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
名
は
頻
出
す
る
。

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
経
歴
を
紹
介
し
て
お
く
。
か
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
東
部
の
港
町
リ
ー
ス
生
ま
れ
（
現
在
は
エ
ジ
ン
バ

ラ
市
に
併
合
）。
短
期
間
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
に
か
よ
っ
た
の
ち
弁
護
士
事
務
所
に
入
る
も
、
宣
教
師
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
、
ロ

ン
ド
ン
近
郊
の
神
学
校
チ
ェ
サ
ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
。
卒
業
後
の
一
八
四
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
宣
教
師
と
し

て
上
海
に
赴
任
し
、
当
地
で
中
国
語
を
身
に
つ
け
、
上
海
を
中
心
に
布
教
活
動
に
献
身
し
た
。
一
九
〇
〇
年
十
月
、
上
海
に
て
歿
、

享
年
七
十
八
。
か
れ
は
「
慕
維
廉
」
の
漢
名
で
六
十
点
餘
り
の
中
国
語
の
著
作
を
も
の
し
た
（
過
半
は
翻
訳
）。
こ
の
う
ち
『
地

理
全
志
』（
一
八
五
三
〜
五
四
年
上
海
刊
）、『
大
英
国
志
』（
一
八
五
六
年
上
海
刊
）
の
二
書
は
、
幕
末
期
日
本
人
の
海
外
認
識
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に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
で
名
高
い
。

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
は
太
平
天
国
印
書
を
所
蔵
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
次
章
で
中
牟
田
ほ
か
の
手
録
か
ら
確
認
す
る
こ
と
に
し

て
、い
ま
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
が
同
印
書
を
所
蔵
し
て
い
た
事
情
を
述
べ
よ
う
。
要
す
る
に
、か
れ
は
太
平
天
国
の
洪
仁
玕
（
一
八
二
二

〜
一
八
六
四
）
と
親
し
か
っ
た
の
だ
。
洪
仁
玕
は
、
洪
秀
全
の
族
弟
と
し
て
後
期
の
太
平
天
国
を
指
導
し
た
人
物
で
あ
る
。
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
洪
秀
全
と
親
し
く
上
帝
会
の
創
設
に
も
関
わ
っ
た
ら
し
い
が
、
金
田
蜂
起
（
一
八
五
一
年
）
に
は
参
加
で
き
ず
、

香
港
や
上
海
で
逃
亡
生
活
を
お
く
っ
た
。
よ
う
や
く
一
八
五
九
年
に
南
京
で
太
平
天
国
と
合
流
し
、
洪
秀
全
の
絶
大
な
信
頼
を

得
て
、
開
朝
精
忠
軍
師
頂
天
扶
朝
綱
干
王
に
封
ぜ
ら
れ
政
策
面
の
最
高
責
任
者
と
な
る
。
南
京
が
陥
落
し
た
一
八
六
四
年
に
南

昌
で
刑
死
し
た
。

洪
仁
玕
と
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
と
の
交
誼
は
、
洪
仁
玕
が
著
し
た
『
資
政
新
篇
』
で
友
人
の
名
を
列
記
し
て
、「
英
吉
利
即
俗
称
紅

毛
邦
…
…
現
有
理
雅
各
・
湛
孖
士
・
米
士
威
大
人
・
俾
士
・
合
信
・
覚
士
・
濱
先
生
・
慕ヽ
ヽ

ヽ
維
廉
・
艾
約
瑟
・
韋
律
衆
先
生
与
小

弟
相
善
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
（
排
印
修
訂
本
『
太
平
天
国
印
書
』
六
八
二
〜
六
八
三
頁
）。
二
人
は
同
い
年
で

あ
る
。
洪
仁
玕
は
上
述
の
逃
亡
中
、
一
八
五
三
年
十
月
に
バ
ー
ゼ
ル
伝
道
会
の
ハ
ン
バ
ー
グ
か
ら
洗
礼
を
受
け
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
な
っ
た
。
香
港
で
ハ
ン
バ
ー
グ
に
師
事
し
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
を
ふ
か
め
、
一
九
五
四
年
五
月
に
上
海
に
向
け
て
発
ち
、

ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
も
と
を
訪
れ
る
。
こ
の
と
き
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
と
相
識
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
一
八
五
五
年

春
に
香
港
に
も
ど
り
同
地
の
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
に
雇
用
さ
れ
た
。
宣
教
師
た
ち
か
ら
の
評
価
は
た
か
く
、
短
期
間
で
牧
師
に
次

ぐ
重
要
な
存
在
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
支
援
の
も
と
一
八
五
八
年
六
月
に
香
港
を
発
ち
、
翌
年
四
月
に
南
京

に
入
り
、
太
平
天
国
と
合
流
し
た
の
は
上
述
の
と
お
り
。
洪
仁
玕
が
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
と
近
し
い
こ
と
は
諒
解
さ
れ
よ
う
。

太
平
天
国
が
奉
じ
る
上
帝
教
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
下
に
あ
る
た
め
、
在
華
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教

（
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）
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師
た
ち
は
布
教
の
拡
大
を
期
待
し
太
平
天
国
に
接
触
し
た
。
と
く
に
洪
仁
玕
へ
の
期
待
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
は
南
京
を
あ

ら
た
な
布
教
拠
点
に
し
よ
う
と
、
幾
人
も
の
宣
教
師
が
南
京
を
訪
問
し
た
。
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
も
一
八
六
一
年
二
月
八
日
、
南
京

に
入
り
約
一
箇
月
も
滞
在
し
て
い
る
。
洪
仁
玕
と
は
七
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
お
り
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
は
太
平
天
国
印
書

を
贈
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
王
慶
成
に
よ
れ
ば
、
太
平
天
国
印
書
の
頒
布
先
は
、
第
一
に
「
太
平
天
国
内
部
的
単
位
」、

第
二
に
「
民
人
」、
第
三
に
「
外
人
賓
人
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
三
の
範
疇
に
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
は
入
る
。
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
と
洪
仁

玕
と
の
関
わ
り
を
勘
案
す
れ
ば
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
が
太
平
天
国
印
書
を
所
蔵
し
て
い
た
の
は
故
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

四　

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
と
太
平
天
国
印
書

本
章
で
は
、
中
牟
田
ほ
か
の
記
録
か
ら
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
太
平
天
国
印
書
所
蔵
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
高
杉
「
外
情
探
索
録
」

の
記
事
を
引
く
。

○
奏
准
天
津
新
議
通
商
条
款
、」
○
通
商
税
則
善
後
条
約
、

地
理
備
攷
、
○
金
陵
癸
甲
摭
談
、
○
粤
匪
紀
略
、
諸
蕃
往
来
書
、
勧
戒
近
録
。

　

中
牟
田
書
写
之
書

天
理
要
論
、
○
太
平
詔
書
、
太
平
礼
制
、
天
命
詔
旨
書
、
○
資
政
新
篇
。

　

○
盾
鼻
随
聞
録
。

○
印
之
分
長
崎
に
て
筆
耕
家
え
頼
候
分
。

上
記
の
う
ち
「
中
牟
田
書
写
之
書
」
と
し
て
挙
名
さ
れ
た
『
天
理
要
論
』『
太
平
詔
書
』『
太
平
礼
制
』『
天
命
詔
旨
書
』『
資
政

新
篇
』
の
五
書
は
太
平
天
国
印
書
で
あ
る
。
中
牟
田
が
上
海
で
鈔
写
し
持
ち
か
え
っ
た
の
だ
。
ま
た
中
牟
田
の
将
来
品
に
「
長

（
12
）

（
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）
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髪
賊
著
述
書　

但
写
本　

十
三
冊
」
が
あ
っ
た
ら
し
い
。「
長
髪
賊
」
は
太
平
天
国
を
指
す
清
朝
の
呼
称
で
あ
る
。
十
三
冊
の
う

ち
わ
け
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
も
太
平
天
国
印
書
の
転
写
本
と
思
わ
れ
る
。

中
牟
田
に
よ
る
鈔
写
の
底
本
は
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
か
ら
借
覧
し
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
中
牟
田
「
上
海
行
日
記
」
六
月
十
二
日

条
に
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。

英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
参
り
、
質
問
致
候
事
。
／
附
り　

同
人
江　

華
英
通
語
壱
部
弐
冊
差
遣
ス
。

同
人
、
長
髪
賊
著
述
の
書
四
冊
借
り
受
持
帰
候
事
。

中
牟
田
は
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
を
「
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
」
と
表
記
す
る
。「
長
髪
賊
著
述
の
書
四
冊
」
と
は
、
春
名
も
い
う
よ
う
に
、

上
掲
「
中
牟
田
書
写
之
書
」
に
名
の
挙
が
っ
た
『
天
理
要
論
』『
太
平
詔
書
』『
太
平
礼
制
』『
天
命
詔
旨
書
』『
資
政
新
篇
』
の

う
ち
の
四
冊
と
推
定
さ
れ
る
。
翌
日
以
降
の
中
牟
田
の
動
静
を
「
上
海
行
日
記
」
か
ら
摘
録
す
る
と
以
下
の
と
お
り
。

六
月
十
三
日
「
終
日
、
写
本
」

六
月
十
四
日
「
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
面
会
」

六
月
十
五
日
「
終
日
、
旅
宿
罷
在
候
事
」

六
月
十
六
日
「
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
へ
参
り
、
先
日
借
受
候
書
籍
四
冊
、
留
置マ
マ

中
ニ
付
、
妻
へ
帰
し
置
候
事
」

六
月
十
九
日
「
終
日
、
旅
宿
罷
在
候
。
賊
之
書
写
本
」

六
月
二
十
日
「
終
日
、
旅
宿
罷
在
候
。
賊
之
書
写
本
」

六
月
二
十
三
日
「
終
日
、
旅
宿
罷
有
候
。
賊
之
書
写
ス
」

六
月
二
十
四
日
「
右
同
断
」

六
月
二
十
五
日
「
右
同
断
」

（
14
）
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六
月
二
十
七
日
「
終
日
、
賊
之
書
写
ス
」

筆
耕
に
は
げ
ん
だ
「
賊
之
書
」
は
太
平
天
国
印
書
と
推
さ
れ
る
。
十
二
日
に
借
り
た
「
長
髪
賊
著
述
の
書
四
冊
」
を
十
六
日

に
返
却
し
た
と
す
れ
ば
、十
九
日
以
降
の
鈔
写
は
あ
ら
た
に
借
り
出
し
た
か
印
書
か
、あ
る
い
は
借
り
置
い
た
別
書
が
あ
っ
た
か
。

詳
細
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、こ
の
と
き
の
転
写
本
が
上
述
し
た
「
長
髪
賊
著
述
書　

但
写
本　

十
三
冊
」
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
が
『
天
理
要
論
』『
太
平
詔
書
』『
太
平
礼
制
』『
天
命
詔
旨
書
』『
資
政
新
篇
』
な
ど
の
太
平
天
国
印
書
を
蔵
し

て
い
た
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
上
引
の
よ
う
に
、
十
六
日
の
訪
問
は
高
杉
も
同
道
し
て
い
る
。

太
平
天
国
印
書
の
ほ
か
に
も
、
中
牟
田
は
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
か
ら
種
々
の
書
籍
を
購
入
し
て
い
る
。「
上
海
行
日
記
」
か
ら
引
く
。

五
月
二
十
七
日
の
訪
問
は
、
高
杉
「
上
海
淹
留
録
」
に
も
記
載
あ
り
（
既
引
）。

五
月
二
十
二
日
「
午
後
、
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
へ
参
り
書
籍
買
入
候
事
。
／
附
り　

同
人
署
述
の
書
籍
等
遣
候
ニ
付

貰
請
、
持
帰
り
其
段
申
達
候
処
、
支
無
之
由
」

五
月
二
十
七
日
「
午
前
高
杉
一
同
外
出
、
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
へ
参
り
書
籍
相
求
候
事
。
／
附
り　

先
ニ
貰
物
致
し

候
ニ
付
返
礼
、
扇
子
錦
絵
金
紙
広
紙
万
人
首
、
其
外
差
遣
候
事
」

六
月
二
日
「
午
前
、
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
参
る
。
魯
人
其
外
、
北
京
住
居
ノ
案
承
ル
」

六
月
十
八
日
「
午
後
、
高
杉
一
同
外
出
…
…
其
後
、
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
へ
参
り
、
数
学
啓
蒙
、
其
外
買
入
、
ロ
ン

ド
ン
ニ
ュ
ウ
ス
并
新
約
全
書
、
日
本
文
典
、
同
人
よ
り
貰
候
事
」

六
月
二
十
六
日
「
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
参
り
候
へ
共
外
出
中
ニ
付
、
相
求
度
書
籍
注
文
致
し
置
、
罷
帰
り
候
事
」

六
月
二
十
九
日
「
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
参
り
書
籍
頼
置
候
事
」

六
月
三
十
日
「
英
人
ミ
ュ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
処
参
り
、
数
学
啓
蒙
、
其
外
買
入
」
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果
た
し
て
、
中
牟
田
と
高
杉
と
は
頻
繁
に
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
を
訪
問
し
購
書
お
よ
び
書
籍
の
借
覧
に
つ
と
め
た
と
分
か
る
。
借

覧
し
た
う
ち
に
は
太
平
天
国
印
書
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
を
五
代
が
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
五
代
は
高
杉
や
中
牟

田
と
懇
意
だ
っ
た
し
、
五
代
自
身
も
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
を
訪
問
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

千
歳
丸
が
上
海
に
入
港
し
た
時
期
は
、
太
平
天
国
軍
に
よ
る
第
二
次
上
海
侵
攻
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
す
で
に
太
平
天
国

の
乱
に
関
す
る
情
報
は
日
本
に
入
っ
て
お
り
、
清
朝
を
お
び
や
か
す
内
乱
と
し
て
朝
野
の
耳
目
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

な
か
で
の
上
海
渡
航
だ
か
ら
、
千
歳
丸
一
行
が
太
平
天
国
に
つ
よ
い
関
心
を
し
め
し
、
そ
の
見
聞
録
に
太
平
天
国
の
記
述
が
少

な
く
な
い
の
は
自
然
な
こ
と
だ
。
中
牟
田
が
太
平
天
国
印
書
ほ
か
を
熱
心
に
鈔
写
し
た
の
も
、
中
国
情
報
蒐
集
の
一
環
で
あ
っ
た

ろ
う
。五　

五
代
友
厚
と
太
平
天
国
情
報

で
は
五
代
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
上
述
の
第
一
回
渡
航
で
汽
船
を
購
入
し
鹿
児
島
に
回
着
さ
せ
た
五
代
で
あ
る
。
か
れ

が
太
平
天
国
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
積
極
的
に
情
報
の
蒐
集
に
努
め
た
と
推
測
す
る
の

が
妥
当
で
は
な
い
か
。
五
代
の
手
録
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
く
だ
ん
の
蒐
集
活
動
は
同
行
者
の
記
録
か
ら
断
片
的
に
う
か
が

う
し
か
な
い
が
、
た
と
え
ば
納
富
介
次
郎
「
上
海
雑
記
」
に
下
記
の
ご
と
く
あ
る
。

最
モ
意
外
ナ
リ
シ
ハ
、薩
州
ノ
五
代
才
助
初
ヨ
リ
水
手
ニ
身
ヲ

シ
船
底
ノ
ミ
ニ
居
ラ
レ
タ
レ
バ
、人
々
歯
録
セ
ザ
リ
シ
ニ
、

間
ヲ
偸
ミ
テ
遠
ク
出
行
シ
、
浦
東
ア
タ
リ
ノ
長
髪
賊
ヲ
剿
攻
ア
リ
シ
合
戦
ヲ
サ
ヘ
見
テ
帰
ラ
レ
シ
由
、
コ
ノ
コ
ト
誰
モ
知

リ
タ
ル
モ
ノ
無
ク
、
長
崎
ニ
帰
著
ノ
上
ニ
テ
知
レ
タ
リ
。

物
見
遊
山
で
「
長
髪
賊
」
す
な
わ
ち
太
平
天
国
軍
と
の
戦
闘
の
現
場
に
遠
出
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。

（
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）
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五
代
と
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
と
の
交
渉
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
中
牟
田
の
例
を
想
起
す
れ
ば
、

五
代
も
同
様
に
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
に
積
極
的
に
接
触
し
、
か
れ
か
ら
太
平
天
国
の
情
報
を
得
よ
う
と
つ
と
め
た
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
が
太
平
天
国
印
書
を
所
蔵
す
る
こ
と
は
、中
牟
田
が
知
っ
て
五
代
が
知
ら
な
い
わ
け
は
な
く
、

五
代
も
入
手
に
つ
と
め
た
は
ず
だ
。
そ
し
て
原
刊
本
の
購
入
に
成
功
し
、
こ
れ
が
玉
里
文
庫
の
三
点
で
あ
っ
た
と
い
え
ば
、
臆

測
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
に
関
す
る
記
録
も
豊
富
に
は
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
困
難
か
も
し
れ

な
い
。

小
文
の
主
張
は
以
上
に
つ
き
る
。
最
後
に
④
『
金
陵
癸
甲
摭
談
』、
⑤
『
粤
匪
南
北
滋
擾
紀
略
』、
⑥
『
盾
鼻
随
聞
録
』
の
舶

載
経
路
に
つ
い
て
、五
代
入
手
の
推
測
を
附
言
し
て
お
く
。
千
歳
丸
一
行
の
手
録
に
は
、こ
れ
ら
三
書
へ
の
言
及
が
少
な
く
な
い
。

た
と
え
ば
、
高
杉
「
外
情
探
索
録
」
は
帰
帆
し
た
長
崎
に
て
三
書
の
筆
耕
を
依
頼
す
る
む
ね
述
べ
る
（
既
引
）。
中
牟
田
は
④
を

持
ち
か
え
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
記
事
を
列
挙
す
る
。

都
ベ
テ
賊
ノ
事
ハ
余
ノ
写
ス
盾
鼻
随
聞
録
ト
ク
ニ
ツ
マ
ビ
ラ
カ
ナ
レ
バ
、
唯
近
日
ノ
事
ヲ
記
ス
。

（
日
比
野
輝
寛
「
贅
肬
録
」
五
月
十
一
日
条
）

長
髪
之
事
、
吾
友
謝
炳
曾
做
金
陵
摭
談
書
一
本
、
上
面
倶
有
。 

（
日
比
野
「
没
鼻
筆
記
」
の
「
春
舲
」）

賊
起
改
如
何
。
此
事
難
以
尽
言
、
坊
中
有
書
、
名
粤
匪
記マ
マ

略
、
一
観
可
知
其
細
矣
。

（
峯
潔
「
船
中
日
録
」
五
月
十
四
日
条
の
問
答
）

粤
匪
記マ
マ

略
ヲ
見
ル
ニ
、
長
毛
賊
ノ
起
ル
所
以
ン
櫨
椋
ノ
形
勢
ヲ
詳
ニ
記
セ
リ
。
此
書
ハ
当
時
直
ニ
絶
版
ニ
ナ
リ
タ
ル
由
ナ

リ
…
…
。 

（
名
倉
予
何
人
「
海
外
日
録
」
六
月
五
日
条
）

晡
後
小
東
門
外
諸
街
坊
ヲ
徘
徊
シ
書
坊
ヲ
過
キ
リ
金
陵
癸
甲
摭
歌マ
マ

ト
云
ヘ
ル
珍
書
ヲ
見
ル
〈
是
長
毛
賊
猖
獗
ノ
形
勢
広
中

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）
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年
中
ノ
折
末
ヲ
記
セ
シ
ム
書
ナ
リ
〉 

（
名
倉
予
何
人
「
海
外
日
録
」
六
月
六
日
条
）

粤
匪
紀
略
ニ
曰
ク
、
楊
大
朋
者
…
…
コ
レ
長
髪
賊
ノ
起
源
ナ
リ
。 

（
納
富
介
次
郎
「
上
海
雑
記
」）

上
述
の
よ
う
に
、
長
崎
を
発
つ
ま
え
か
ら
、
か
れ
ら
の
太
平
天
国
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
。
上
海
で
の
一
行
は
、
少
な
く
と

も
上
掲
の
数
人
は
情
報
蒐
集
に
つ
と
め
た
。
④
⑤
⑥
の
三
書
は
、
太
平
天
国
研
究
の
好
文
献
と
し
て
、
購
入
あ
る
い
は
鈔
写
の

対
象
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

④
⑤
⑥
は
幕
末
か
ら
明
治
か
け
て
和
刻
本
が
出
る
な
ど
よ
く
読
ま
れ
た
よ
う
だ
が
、
刊
刻
年
か
ら
千
歳
丸
に
よ
る
将
来
が
そ

の
初
伝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
徴
証
は
見
当
た
ら
な
い
。
⑥
は
清
朝
だ
け
で
な
く
太
平

天
国
も
禁
書
に
指
定
し
た
ら
し
く
、
刊
本
は
稀
覯
で
あ
っ
た
た
め
、
一
行
が
目
に
し
た
の
は
刊
本
で
は
な
く
鈔
本
で
あ
っ
た
と

推
さ
れ
る
。
玉
里
文
庫
本
が
刊
本
で
は
な
く
鈔
本
な
の
は
刊
本
の
入
手
が
困
難
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
な
お
⑥
の
和
刻
本
（
幕

末
刊
）
の
巻
末
に
「
浪
速　

伊
藤
之
幹
校
」
と
あ
る
こ
の
人
物
は
、
千
歳
丸
一
行
の
一
人
・
伊
藤
軍
八
で
あ
る
。
そ
の
将
来
の
経

路
を
よ
く
も
の
が
た
る
。

さ
て
五
代
に
も
ど
ろ
う
。
懇
意
の
高
杉
と
中
牟
田
と
を
ふ
く
む
幾
人
も
の
千
歳
丸
乗
船
者
が
、
言
及
あ
る
い
は
鈔
写
す
る
④

⑤
⑥
を
、
五
代
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
か
れ
が
持
ち
ま
え
の
行
動
力
を
発
揮
し
、
④
⑤
の
刊
本
と
⑥
の
鈔
本
と
を
手
に
入

れ
た
と
推
測
す
る
の
は
、
そ
う
無
理
な
話
で
は
な
か
ろ
う
。

以
上
、
①
か
ら
⑥
の
諸
書
を
玉
里
文
庫
に
も
た
ら
し
た
の
が
五
代
で
あ
る
可
能
性
を
述
べ
て
き
た
。
お
よ
そ
推
測
の
域
を
出

な
い
が
、
一
定
の
蓋
然
性
は
あ
る
と
考
え
る
。
小
文
の
主
張
が
是
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
従
来
あ
ま
り
分
明
で
な
か
っ
た
上
海

に
お
け
る
五
代
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
一
事
項
を
追
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
22
）

（
23
）

（
24
）
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注（
1
）　

玉
里
文
庫
は
和
漢
の
典
籍
が
中
心
で
、
総
点
数
二
千
六
百
七
十
餘
点
（
約
一
万
八
千
九
百
冊
）。
こ
の
う
ち
か
ら
刊
本
の
漢
籍
・
準
漢

籍
の
み
を
取
り
出
し
四
部
分
類
に
て
整
理
し
た
、
高
津
孝
編
『
玉
里
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』（
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
九
四
年
）

も
あ
る
。
な
お
、
玉
里
島
津
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
類
の
ほ
と
ん
ど
は
、
鹿
児
島
県
立
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

王
慶
成
『
太
平
天
国
的
文
献
和
歴
史

―
海
外
新
文
献
刊
布
和
文
献
史
事
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
三
〜
七

頁
が
四
十
四
種
を
一
覧
す
る
。
同
書
と
モ
ス
ク
ワ
所
蔵
本
を
調
査
し
た
王
慶
成
「
記
俄
羅
斯
科
学
院
漢
学
図
書
館
収
蔵
太
平
天
国
印
書
」

（『
近
代
史
研
究
』
一
九
九
四
年
第
四
期
）
と
で
、中
国
国
外
の
現
存
本
は
か
な
り
網
羅
さ
れ
た
ろ
う
が
、玉
里
文
庫
本
へ
の
言
及
は
な
い
。

太
平
天
国
印
書
の
現
存
書
は
、太
平
天
国
歴
史
博
物
館
編
『
太
平
天
国
印
書
』（
江
蘇
人
民
出
版
社
、一
九
六
一
年
）
と
、王
慶
成
編
『
影

印
太
平
天
国
文
献
十
二
種
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
と
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。
前
者
影
印
本
を
簡
体
字
で
修
訂
排
印
し
た
太
平
天

国
歴
史
博
物
館
編
『
太
平
天
国
印
書
』（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
も
あ
る
。
ま
た
十
種
の
太
平
天
国
印
書
を
影
印
し
た
、
王

重
民
編
『
太
平
天
国
官
書
十
種
』（
江
蘇
広
陵
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
初
版
一
九
四
八
年
）
も
あ
る
由
だ
が
未
見
。
な
お
太
平
天

国
印
書
で
は
「
国
」
字
の
な
か
を
「
王
」
字
に
作
る
が
、
い
ま
通
常
の
「
玉
」
字
に
従
う
。

（
3
）　

太
平
天
国
の
乱
の
お
り
清
軍
の
陣
営
で
書
記
を
し
て
い
た
汗

の
仮
名
と
い
う
。
増
田
渉
『
西
学
東
漸
』（
岩
波
書
店
、一
九
七
九
年
）

一
七
七
〜
一
七
八
頁
。

（
4
）　

二
〇
二
二
年
八
月
二
十
九
日
に
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
を
、
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部
の
笹
部
昌
利
准
教
授
（
明
治
維
新
史
）
と

と
も
に
訪
問
し
、
④
は
現
物
を
、
そ
の
ほ
か
五
書
を
同
図
書
館
内
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
デ
ー
タ
で
閲
覧
し
た
。
五
代
の
書
込
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
た
が
、
書
込
は
ま
っ
た
く
確
認
で
き
ず
、
小
文
の
主
張
に
有
用
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
⑥
は
数
人

の
手
に
な
る
鈔
本
で
、字
体
か
ら
お
そ
ら
く
鈔
者
は
日
本
人
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
五
代
の
手
と
は
確
認
で
き
な
い
。
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
、
同
大
学
法
文
学
部
の
小
林
善
仁
准
教
授
の
ご
高
配
を
え
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
5
）　

高
津
孝
「
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
に
見
る
薩
摩
藩
の
海
外
情
報
収
集

―
太
平
天
国
印
書
を
中
心
に
」（『
鹿
大
史
学
』

六
四
・
六
五
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
6
）　

真
栄
平
房
昭
「
幕
末
期
の
海
外
情
報
と
琉
球

―
太
平
天
国
の
乱
を
中
心
に
」（『
琉
球
海
域
史
論
』
下
、
榕
樹
書
林
、
二
〇
二
〇
年
。

初
出
一
九
八
七
年
）。

（
7
）　

五
代
は
こ
の
三
回
以
外
に
上
海
に
密
航
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
渡
航
の
回
数
を
ふ
く
め
、
五
代
の
上
海
渡
航
に
つ
い
て
は
、
宮
本
又

次
『
五
代
友
厚
伝
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）
一
一
〜
二
五
頁
、
田
付
茉
莉
子
『
五
代
友
厚
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
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一
七
〜
二
一
頁
、
八
木
孝
昌
『
新
・
五
代
友
厚
伝
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
）
七
八
〜
八
三
頁
を
参
照
。

（
8
）　

そ
れ
ら
の
大
半
は
、
春
名
徹
「
峯
潔
の
上
海
経
験

―
「
船
中
日
録
」
と
「
清
国
上
海
見
聞
録
」」（『
調
布
日
本
文
化
』
八
号
、

一
九
九
八
年
）
注
（
2
）
に
整
理
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
点
だ
け
落
ち
て
い
る
の
で
追
加
す
る
。
一
つ
は
岩
瀬
弥
四
郎
「〔
上
海
記
録
〕

文
久
元
〜
2
年
」、
も
う
一
つ
は
納
富
（
柴
田
）
介
次
郎
「
上
海
談
聞
書
」、
と
も
に
未
刊
の
よ
う
だ
。
前
者
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

蔵
（
資
料
番
号
：
へ
17 

79
）、
横
山
宏
章
「
文
久
二
年
幕
府
派
遣
「
千
歳
丸
」
随
員
の
中
国
観
」（『
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
国
際

情
報
学
部
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
者
は
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
三
ツ
松
誠
「
貴
重
書

紹
介
「
柴
田
介
次
郎
上
海
談
聞
書
」（
小
城
鍋
島
文
庫
）」（『
ひ
か
り
野　

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
報
』N

o,41

、
二
〇
一
七
年
）
に
簡
単

な
紹
介
が
あ
る
。
前
者
の
筆
録
者
・
岩
瀬
弥
四
郎
（
一
八
三
〇
or
一
八
三
二
〜
一
八
九
一
）
は
蘭
通
詞
、
五
代
友
厚
の
生
涯
の
親
友
で

あ
り
、
財
界
人
と
し
て
の
五
代
の
活
動
を
終
生
さ
さ
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
両
者
の
交
友
は
五
代
の
長
崎
時
代
（
一
八
五
七
〜

一
八
六
八
）
に
始
ま
る
よ
う
で
、
千
歳
丸
へ
の
五
代
の
乗
船
も
岩
瀬
の
尽
力
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
両
者
の
親
密
か
ら
岩
瀬
の
記
録
に
小

文
に
と
っ
て
有
用
な
記
載
が
な
い
か
、
複
写
を
入
手
し
一
閲
し
た
が
皆
無
で
あ
っ
た
。
当
該
文
書
は
岩
瀬
の
個
人
的
記
録
と
い
う
よ
り
、

実
務
的
な
控
え
と
い
う
べ
き
性
格
の
冊
子
の
よ
う
だ
。
千
歳
丸
一
行
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
沖
田
一
「
幕
府
第
一
次
上
海
派
遣
官
船
千

歳
丸
の
史
料
」
上
下
（『
東
洋
史
研
究
』
第
一
〇
巻
第
一
号
、
第
一
〇
巻
第
三
号
、
一
九
四
七
・
四
八
年
）、
春
名
徹
「
一
八
六
二
年
幕

末
千
歳
丸
の
上
海
派
遣
」（
田
中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
も
参
照
。

（
9
）　
「
公
儀
御
役
々
唐
国
上
海
表
に
て
道
台
其
外
と
応
接
書
」
も
、
春
名
「
中
牟
田
倉
之
助
の
上
海
経
験
再
考

―
「
公
儀
御
役
々
唐
国
上

海
表
に
て
道
台
其
外
と
応
接
書
」
を
中
心
に
」（『
国
学
院
大
学
紀
要
』
第
三
九
巻
、
二
〇
〇
一
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
は

幕
府
の
機
密
記
録
を
中
牟
田
が
筆
写
し
た
も
の
で
、
小
文
が
注
目
す
べ
き
記
事
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
三
件
は
未
刊
の
よ
う
だ
。
い
ま

中
村
孝
也
『
中
牟
田
倉
之
助
伝
』（
中
牟
田
家
刊
、
一
九
一
九
年
）
な
ど
の
引
用
文
を
通
し
て
見
る
ほ
か
な
い
。

（
10
）　

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
吉
田
寅
編
『
十
九
世
紀
中
国
・
日
本
に
お
け
る
海
外
事
情
摂
取
の
諸
資
料

―
『
聯
邦
志
略
』『
地
理

全
志
』『
大
英
国
志
』
の
資
料
的
考
察
』（
立
正
大
学
東
洋
史
研
究
室
、
一
九
九
五
年
）、
同
『
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
史
研
究
』（
汲

古
書
院
、
一
九
九
七
年
）
第
六
章
、
八
耳
俊
文
「『
格
物
窮
理
問
答
』
の
成
立
と
本
文
」（『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所

年
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
劉
芬
「
慕
維
廉
研
究
綜
述
」（『
中
国
高
校
人
文
社
会
科
学
信
息
網
』http://w

w
w

.sinoss.net

）
な

ど
参
照
。
な
お
手
録
を
見
る
か
ぎ
り
中
牟
田
は
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
を
『
地
理
全
志
』『
大
英
国
志
』
の
撰
者
・
慕
維
廉
と
は
認
識
し
て
い
な

い
よ
う
だ
。
名
倉
予
何
人
「
支
那
聞
見
記
」
に
「
慕
維
廉
」
へ
の
言
及
が
あ
る
が
、
当
時
上
海
在
住
の
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
に
同
定
し
て
い

な
い
。
小
島
晋
治
編
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
十
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
）
一
六
八
・
一
八
〇
頁
。
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（
11
）　

こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
倉
田
明
子
『
中
国
近
代
開
港
場
と
キ
リ
ス
ト
教

―
洪
仁
玕
が
み
た
「
洋
」
社
会
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）「
第
二
章　

洪
仁
玕
と
キ
リ
ス
ト
教
」
に
く
わ
し
い
。

（
12
）　

郭
廷
以
『
太
平
天
国
史
事
日
誌
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
六
年
。
上
海
書
店
、
一
九
八
六
年
影
印
）
七
四
一
頁
、
茅
家
琦
『
太
平
天

国
対
外
関
係
史
』（
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
三
一
一
〜
三
一
四
頁
、
倉
田
明
子
『
中
国
近
代
開
港
場
と
キ
リ
ス
ト
教

―
洪
仁
玕

が
み
た
「
洋
」
社
会
』（
前
掲
）
二
三
五
〜
二
四
四
頁
。

（
13
）　

王
慶
成
『
太
平
天
国
的
文
献
和
歴
史

―
海
外
新
文
献
刊
布
和
文
献
史
事
研
究
』（
前
掲
）
八
〜
九
頁
。

（
14
）　

中
村
孝
也
『
中
牟
田
倉
之
助
伝
』（
前
掲
）
二
五
四
頁
、
春
名
徹
「
中
牟
田
倉
之
助
の
上
海
体
験

―
『
文
久
二
年
上
海
行
日
記
』
を

中
心
に
」（
前
掲
）
六
四
頁
。「
中
牟
田
書
写
之
書
」
の
五
書
を
十
三
冊
に
分
写
し
た
か
、
あ
る
い
は
五
書
以
外
の
転
写
本
も
あ
っ
た
か

不
明
。
中
牟
田
「
上
海
滞
在
中
雑
録
」
は
太
平
天
国
著
述
書
目
と
し
て
十
八
種
を
挙
げ
る
よ
し
。
春
名
徹
「
中
牟
田
倉
之
助
の
上
海
体

験

―
『
文
久
二
年
上
海
行
日
記
』
を
中
心
に
」（
前
掲
）
六
六
頁
（
注
）
か
ら
十
八
書
を
転
引
す
る
。
高
杉
の
い
う
「
中
牟
田
書
写
之

書
」
の
五
書
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
し
め
す
。

 

　
　

  

太
平
軍
目
〔
壬
子
太
平
天
国
二
年
〕、
太
平
条
規
〔
壬
子
〕、
三
字
経
〔
三
年
〕、
天
父
上
帝
言
題
皇
詔
〔
四
年
寅
〕、
醒
世
文
〔
八

年
午
〕、
太
平
救
世
誥ママ〔
四
年
寅
〕、
太
平
礼
制
〔
八
年
午
〕、
資
政
新
編ママ〔
九
年
未
〕、
天
父
詩
〔
七
年
巳
〕、
天
理
要
論
〔
四
年
寅
〕、

天
命
詔
旨
書
〔
三
年
〕、
太
平
天
国
奏
准
頒
行
詔
書
〔
三
年
〕、
建
天
京
於
金
陵
論
〔
三
年
〕、
貶
妖
穴
為
罪
隷
論
、
太
平
詔
書
〔
二

年
〕、
幼
学
詩
、
旧
遺
詔
聖
書
、
新
遺
詔
聖
書
。

 

す
べ
て
太
平
天
国
印
書
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
の
五
書
以
外
の
印
書
も
、
中
牟
田
は
転
写
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
名
倉
予
何
人
「
支

那
聞
見
記
」
が
「
建
天
京
於
金
陵
論
ト
云
ヘ
ル
書
ヲ
見
ル
ニ
、
太
平
天
国
癸
好ママ
三
年
新
鐫
ト
題
セ
リ
、
是
ハ
長
髪
中
ノ
人
、
定
京
ノ
議

論
ヲ
集
メ
タ
ル
珍
書
ナ
リ
…
…
」
と
い
う
。
前
掲
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
十
一
巻
の
一
八
九
頁
。
名
倉
の
手
録
に
は
「
同

行
ノ
士
」
と
し
て
中
牟
田
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
か
ら
、
名
倉
は
中
牟
田
か
ら
『
建
天
京
於
金
陵
論
』
を
見
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
か
ら
の
借
覧
書
に
『
建
天
京
於
金
陵
論
』
も
あ
っ
て
、
中
牟
田
は
こ
れ
を
も
転
写
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

（
15
）　

市
古
宙
三
「
幕
末
日
本
人
の
太
平
天
国
に
関
す
る
知
識
」（『
近
代
中
国
の
政
治
と
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
。
初
出

一
九
五
二
年
）
一
二
四
頁
、
増
田
渉
『
西
学
東
漸
と
中
国
事
情
』（
前
掲
）
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
な
ど
参
照
。

（
16
）　

小
島
晋
治
編
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
）
二
一
頁
。

（
17
）　

千
歳
丸
で
の
上
海
渡
航
に
あ
た
っ
て
、
五
代
は
久
光
か
ら
允
許
と
密
命
と
を
得
た
と
の
説
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
五
代
は
君
命
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を
奉
じ
い
っ
そ
う
熱
心
に
印
書
の
購
入
に
つ
と
め
た
ろ
う
。
大
久
保
利
謙
「
五
代
友
厚
の
欧
行
と
彼
の
滞
欧
手
記
「
廻
国
日
記
」
に
つ

い
て
」（『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
』
第
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
。
初
出
一
九
六
二
年
）
二
八
三
頁
お
よ
び
注
7
、
新
谷

九
郎
「
解
説

―
五
代
友
厚
伝
の
「
考
証
」
的
再
検
討
」（
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
四
巻
、
東
洋
経
済
新
報

社
、
一
九
七
四
年
）
二
一
七
〜
二
一
九
頁
参
照
。

（
18
）　

中
村
孝
也
『
中
牟
田
倉
之
助
伝
』（
前
掲
）
二
五
四
頁
、
春
名
徹
「
中
牟
田
倉
之
助
の
上
海
体
験

―
『
文
久
二
年
上
海
行
日
記
』
を

中
心
に
」（
前
掲
）
六
四
頁
。

（
19
）　

前
掲
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
一
巻
七
七
頁
。

（
20
）　

前
掲
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
一
巻
一
六
八
頁
。

（
21
）　

春
名
徹
「
峯
潔
の
上
海
経
験

―
「
船
中
日
録
」
と
「
清
国
上
海
見
聞
録
」」（
前
掲
）
五
六
頁
。

（
22
）　

六
月
五
日
条
と
六
日
条
と
、
田
崎
哲
郎
「
史
料
紹
介　

名
倉
予
何
人
「
海
外
日
録
」

―
文
久
二
年
千
歳
丸
関
係
史
料
」（『
愛
知
大

学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第
八
三
号
、
一
九
八
六
年
）
一
〇
五
頁
、
前
掲
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
十
一
巻
の
一
二
一
〜

一
二
二
頁
。

（
23
）　

前
掲
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
一
巻
の
三
六
〜
三
七
頁
。

（
24
）　

増
田
渉
『
西
学
東
漸
と
中
国
事
情
』（
前
掲
）
一
七
七
〜
一
八
二
頁
、
同
『
雑
書
雑
談
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
）
三
〇
・
九
九

〜
一
〇
一
頁
、
春
名
徹
「
峯
潔
の
上
海
経
験

―
「
船
中
日
録
」
と
「
清
国
上
海
見
聞
録
」」（
前
掲
）
九
八
〜
一
〇
〇
頁
。


